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Ⅰ.はじめに 

2025年の日本経済は、内需を中心に緩やかな回復基調を維持しました。実質 GDP成長率は前年

比 1.2％程度となり、個人消費は物価上昇が続く中でも底堅く推移しました。関西においては、

万博の開催が地域経済を下支えする要因となりました。国内外からの来場者増加により観光・交

通・宿泊などの需要が高まり、関連投資と合わせて一定の経済効果が生じました。 

そのような状況下、当財団では、以下の 3事業を通じてお客さま一人ひとりの Well-Being実現

に貢献しました。 

1．予防医学振興事業につきましては、住友生命総合健診システムで実施する総合健診(人間ドッ

ク)を柱に、年間 2万人を超える受診者にレベルの高い健診の場を提供しました。 

2．福祉事業につきましては、「民の立場」から行政の手の届かない分野への支援に継続して取り

組むとともに、2023 年度から開始した「子ども」「障がい者」をテーマとした新たな事業を、

更に発展、充実させるべく取り組みました。 

3．音楽文化振興事業につきましては、クラシック音楽専用ホール「住友生命いずみホール」を拠

点に、音楽による社会貢献を推進すべく、主催公演の集客力向上、貸館事業の稼働率向上に取

り組みました。 

Ⅱ.予防医学振興事業 ～健康経営の支援・健康寿命の延伸・Well-Being の実現～ 

新たな施設の参入、技術職を中心とした人財の流動化や優秀人財確保のための人件費の高騰など、

事業を取り巻く環境の厳しさが増していますが、様々な課題への取り組みを継続することで、Well-

Being（一人ひとりのよりよく生きる）に貢献すべく更なる進化を遂げ、住友生命グループのブラ

ンド価値向上にも寄与すべく努めました。 

とりわけ組織運営並びに医療面の強化を通じ、受診者にとって必要十分な健診品質の提供とホス

ピタリティの維持・向上を実現することで、受診者等からの「評価・感謝の声の増加」と「苦情等

の減少」につながっています。 

 評価・感謝 等 苦情 等 

2024年度(4～3月) 20 件 43 件 

2025年度(4～3月) 28 件 32 件 

 増減 ＋8 件 △ 11 件 

＊施設内に設置しているアンケートの回答から集計(1枚で複数ある場合はのべ件数) 

１．健診クオリティ・受診者体験価値（ＣＸ）の向上 

ａ.検査項目・検査枠 

・ 需要が高く予約が取りづらい状況が続いておりました、上部消化管内視鏡検査（以下、胃カメ

ラ検査）の 1日あたりの受入枠を 4月より 36名から 44名に増枠しました。 

・ 総合健診標準検査項目のうち、「ペプシノゲン」と「インスリン」をオプション化し、新たに

「フェリチン」と「総アミラーゼ」を追加するブラッシュアップを実施しました。 

・ 人間ドックの当日に指導可能な特定保健指導の対象者を大幅に拡充するために、職員保健師を

採用し教育研修を重ねてまいりました。上期は一部健保組合様より先行して対応し、下期から

本格的に稼働させた結果、下表のとおり人数・実施率ともに大幅に増加しており、中でも特に

積極的な介入が必要な方に対する支援を充実させました。 
 

 2024年度 10月～3月 2025年度 10月～3月 

該当人数 指導人数 実施率 該当人数 指導人数 実施率 

積極的支援 40 23 57.5% 244 194 79.5% 

動機付け支援 77 60 77.9% 223 190 85.2% 
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ｂ.体制強化 

・ マンモグラフィーや乳房超音波検査の読影を、認定医による 2重読影体制に完全移行し、厚生

労働省の求める体制に準拠しました。 

・ 胸部レントゲン画像や心電図波形を阪大専門医が読影する体制に完全移行させることで、従来

にも増して早期の病変やリスクを的確に判断することが可能となりました。 

・ 従来は医師ごとに委ねられていた「胃カメラ中止基準・胃バリウム検査中止基準・食事摂取後

の受診可否判断基準」を学会等によるガイドラインに準拠する形で整備し、均質化を図りまし

た。 

・ 学会施設認定評価の更新に向けて検査運営委員会を中心に、前回認定時に指摘された課題解決

のみならず、受診者へのホスピタリティ向上に資する施設体制面の強化を図りました。  

ｃ.利便性向上 

・ 医療問診の開始時のブースを男女それぞれ「2枠の計 4枠」から「4枠の計 8枠」へ倍増させ、

同時に採血・超音波検査・心電図等の検査開始時間を早めることで、よりスムーズな検査誘導を

実現しました。 

・ また受診者のニーズに合わせ、最も早い受診案内時間を従来（8時 30分）から 20分前倒しし

て「8時 10分」枠を新設しました。これらの取り組みにより、健診所要時間や待ち時間の短縮

を実現しました。 

・ 受診者から多くのご要望をいただいておりました健診着について、5月より「ポケット付きの

前開き甚平タイプ」に変更、併せて洗濯タグの材質を見直すなど利便性と着心地の改善を図り

ました。 

・ 受診者向け啓発パンフレット（胸部 CT・腹部超音波・胃カメラ・骨密度・OCT・乳がん検査）を

エビデンスに基づいたデータに最新化するとともに、検査の目的や効果などを分かりやすく記

載することで、より多くの方々に必要性を分かりやすく伝え、安心してご受診いただけるよう

な内容に改善しました。 

・ 受診者からの健診結果に関する電話照会業務において、1 次対応を事務スタッフから看護師

に変更することで専門的な聞き取りを可能としました。また看護師と医師による説明を分業化

することで、より丁寧な問い合わせ対応を実現しました。 

・ 精密検査が必要と判断された方への同封資料の名称を、従来の「紹介状」から「診療情報提供書」

と医療業界で標準的な名称へ改善しました。同時に、診断画像（CT や超音波検査等）について

無料でデジタルデータを同封することとし、受診者が 2次検査を受診する際の精度と利便性を

高めました。 

ｄ.満足度向上 

・ 受診者の検査待ち時間短縮に向けて、各種課題の洗い出しと解決方策の検討を受診者対応検討

委員会で繰り返し継続した結果、昨年まで多く寄せられていた待ち時間等の苦情が、圧倒的に減

少しました。一方で、検査担当スタッフも余裕をもった受診者対応が可能となり、感謝のお言葉

を頂く機会が増加しました。 

・ 2回実施した受診後のアンケートでは、下表のとおり、8割を超える非常に多くの方からスタッ

フの対応について高い評価をいただくとともに次回の受診意向が示されました。 
 

 

実施時期 

 

回答数 

スタッフ対応へ

の満足度 

次回受診意向 

とても満足 是非受診したい 

7/28～8/8 1031名 80.6％ 81.8％ 

10/27～11/8 887名 82.1％ 82.5％ 
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ｅ.システム 

・ 基幹健診システム(名称：TOHMAS)の本格更新に先んじて、4月より問診・結果報告書・医師自

動診断支援ロジックを刷新、2026 年 2 月から全体の本格運用を開始いたしました。また、医療

用画像管理システムおよびレポート入力システムの更新も同時に完了いたしました。 

・ 基幹健診システム更新に合わせて、受診のご予約から結果報告書の発送完了まで、業務全体の

進捗状況を俯瞰的に確認できる「総合進捗監視機能」の実用化に向けた取り組みに着手しまし

た。 

２．受診者数の向上・健診収入の拡大 

・ 2025年 4月から 2026年 3月までの受診者数等は次のとおりです。 

  総受診者数          23,148 名（前年比 +173名） 

  総合健診受診者数       19,116 名（同   -138名） 

  健診料収入(税別)注   1,018,105千円（同 +12,202千円） 
注 公益財団法人北海道労働保健管理協会への業務委託に伴い発生する健診料収入を含めない。 

・ 総合健診は胃カメラ検査増枠を背景に 12月までは順調に推移しておりましたが、受診者の前倒

し・初回受診者の伸び悩み・新規団体の受診者獲得不調等を理由に結果として前年比 138名減少

となりました。 

・ 総合健診以外の生活習慣病予防健診については前年比 194 名増加しており、将来的に総合健診

受診が見込める層についても向上しています。 

・ 胃カメラ検査増枠について、各健康保険組合・各企業へお知らせする活動を重点的に実施し、総

合健診の胃カメラ検査選択率も向上しています。  

2024年度選択率・約 42％ ⇒ 2025 年度選択率・約 50％ 

・ 総合健診・総合健診以外の契約団体の新設については不調であり、新年度は既設健康保険組合

からの新規傘下企業紹介運動や近隣ビルへのＤＭ発送・フォロー訪問実施等を中心に取り組

みを強化してまいります。 

 

Ⅲ.福祉事業 ～「民の立場」から行政の手の届かない分野への支援～ 

１．「子ども」を対象とした事業 

ａ．子どもみらいフォーラム 

・ 「第 3回子どもみらいフォーラム」は、「こども世代」がこども支援を“自分ごと”として捉

える機会の創出をコンセプトに策定し、リアル開催(会場)＋全国ライブ配信(オンライン)のハ

イブリッド開催により大阪近隣だけでなく全国への発信とし、「こども世代」が「こども」を

取り巻く社会課題に関する実践活動、研究内容を通じて得られた“気づき”や“今後に向けた

提案”を発表する場としています。 

・ 2025 年度に具体的なプログラム構成を含めた骨子を固め準備をすすめてまいりました。2026

年 5月 30日(土)に住友生命いずみホールで開催します。 

ｂ．子どもコンサート 

・ 2025 年 12 月 13 日(土)に住友生命いずみホールにて、過去 2 回と同様にピアノとヴァイオリ

ンのデュオ「スギテツ」に出演いただき、第 3回クリスマスコンサートを開催しました。 

・ 2024 年度までの参加団体や協力団体を中心に大阪府下、兵庫県下の 100 あまりの施設・団体

に概要告知を実施いたしました。その後、申込方法等を含めた詳細告知の準備を進め、定員 300

名を目標にＰＲしました。 

・ その結果、263 名の申し込みをいただき、開催当日は 253名に参加いただきました。実施後に

45 名から回収したアンケートでは 98％とほぼ全員から満足の回答をいただきました。 
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２．「障がい者等」を対象とした事業 

ａ．障がい者向け無料健診 

(1) 聴力障がい者無料健診 

・ 2025年度も 2024年度同様、以下の日程・形態で実施しました。 

2026年 1月 5日(月) ……………  聴力障がい者だけの環境で実施 (60名) 

2026年 1月 6日(火)～9日(金) … 聴力障がい者が健常者とともに受診(10名) 

・ 2025年 10月より、大阪聴力障害者協会、兵庫県聴覚障害者協会および京都府聴覚障害者協

会の各協会機関紙にて告知し、73名から申し込みをいただきました。 

・ 抽選により選ばれた 70 名のうち、当日までのキャンセルを除いた 66 名に受診いただき、

実施後に 14 名から回収したアンケートでは全員から次回の受診意向が示されています。 

(2) 視覚障がい者無料健診 

・ 2025年度も 2024年度同様、2026年 1月 6日(火)～30日(金)の 18営業日で 20名上限に受け

入れる方向で大阪府視覚障害者福祉協会、大阪市視覚障害者福祉協会、堺市視覚障害者福

祉協会を訪問および案内のうえ、準備を進めました。 

・ 9 月から 3 協会の機関紙で告知のうえ、申込受付を開始し、予定人数どおりの 20 名から申

し込みをいただき、当日までのキャンセルを除いた 19名に受診いただきました。受診者か

らは、職員対応への感謝の気持ちや今までにない貴重な機会提供への御礼とともに継続実

施を望む声を多数いただくなど、大変意義深いものとなりました。 

ｂ．社会貢献する健診施設としての役割発揮 

・ 2025 年度も 2024 年度同様、介護する人ならびにひとり親家庭世帯者を対象に、低廉な料金

で総合健診を受診する機会を提供する受診優遇制度を実施しており、27名の方に受診いただ

きました。 

３．地域医療貢献奨励賞 

・ 2025年度の実施要項を策定し、後援団体となる自治医科大学、選考委員を委嘱する総務省、厚

生労働省や住友生命はじめ関係団体へ通知しました。 

・ あわせて 7月～8月の推薦受付に向け、自治医科大学との協議を経て、各都道府県あて案内書面

を自治医科大学から発送いただきました。 

・ 推薦漏れのないよう自治医科大学から各都道府県へのリマインド対応も強化いただき、30 道

府県（前年比+4）から 32名（前年比+6）の候補者推薦がありました。 

・ その後、11月 19 日に選考委員会を開催し、初の女性受賞者 1名を含む 6名の受賞者を選出し

ました。 

・ 12 月 24日にプレスリリースを実施するとともに、表彰式を 3月 7 日に開催しました。 
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【ご参考】2025年度の地域医療貢献奨励賞の受賞者は以下のとおりです。 

＜敬称略＞ 

佐々木 暢彦 

（ささき のぶひこ） 
北海道 町立厚岸病院[院長] 

昭和55年自治医科大学卒。道内のへき地勤務後は自治医科大学とその派遣先病院等で勤務。平成15

年に帰道した後、厚岸郡唯一の病院で、近隣の浜中町と釧路町の一部をカバーするこの地域の中核的

な医療機関である町立厚岸病院院長へ町の求めに応じる形で平成18年に着任。以来19年にわたり町の

医療確保・充実に尽力。 

小児科専門医という立場から、平成18年の同院赴任と同時に小児科診療を常設で再開。かかりつけ

医を中心とする小児科、内科、外科の総合診療をベースに、整形外科、脳神経外科を加えた5科での診

療と、二次救急も引き受ける診療体制で地域に必要不可欠な医療を提供している。 

また患者の立場で説明と対話を大切にする治療方針から、優しく患者の子供に語りかけ診察する姿

勢で家族構成や生活環境まで目配りするプライマリ・ケアを実践。地域に根ざして健康増進や疾病予

防に貢献する姿への地域住民の信頼は絶大。 

さらにへき地医療を志す研修医を多数受け入れ後進医師の指導・育成にも尽力され、北海道の地域

医療を牽引してきた第一人者として地域医療への貢献は絶大。 

渡邊 孝弘 

（わたなべ たかひろ） 
山形県 戸沢村中央診療所[医師] 

 昭和 55 年福島県立医科大学卒。山形県立新庄病院勤務を経て、戸沢村中央診療所には平成元年

の開所から勤務。以来、36年の長きにわたり、主に高齢者・在宅医療の分野で住民の命と健康を守る

ため、高齢化や冬季間の豪雪により来院困難な住民に対して在宅診療を行うとともに、村内の介護施

設や知的障がい者更生施設を訪問して診療を続けている。 

また令和 6年 7月豪雨の際、停電で診療所が孤立した中でも避難住民に対して迅速かつ的確に薬の

処方を行うなど、健康状態の維持に貢献。避難者１人ひとりに寄り添った対応は地域の人々に深い安

心感を与え、大きな感謝の声が寄せられた。 

加えて、高齢化率が高く交通手段が脆弱なため来院困難な患者が多いという戸沢村の特性や在宅医

療のニーズを踏まえて、災害発生時に高齢者や障がい者の福祉避難所と村内医療機関を結ぶオンライ

ン診療のモデル事業が 2025 年 7 月に開始。医療の空白を生まない診療提供体制の構築を図るなど、

地域医療への貢献が顕著。 

三ツ木 禎尚 

（みつぎ よしなお） 
群馬県 西吾妻福祉病院[管理者 (兼) 院長] 

平成 3 年自治医科大学卒。平成 9 年から東村(現：東吾妻町)国民健康保険診療所、平成 15 年から

へき地医療拠点病院でもある西吾妻福祉病院で勤務。平成 19年には副院長、平成 27年からは管理者

兼病院長として活躍している。 

「困っている人の役に立ちたい」を信念とし、患者に寄り添う診療を心がけ、その温厚な人柄から地

域住民からも愛される医師であり、地域医療全体を俯瞰できる広い視野を持ったリーダー的存在でも

ある。 

広域的なへき地医療支援事業の企画・調整、へき地医療対策に係る各種事業の円滑かつ効果的な実

施を目的に設置された群馬県へき地医療支援機構の設立当初から、機構の担当医師として行政面の取

り組みでも活躍。へき地医療対策部会では座長を務め、へき地診療所を抱える自治体への的確な助言

等を通じて厚い信頼を得ている。 

医師の地域間偏在が顕著な県内で、長年へき地診療所、へき地医療拠点病院へ勤務しつつ、義務年

限中の自治医科大学卒業医師へのきめ細かなサポートを通じて後進の育成にも尽力するなど、へき地

医療の中心的役割を担ってきた功績は極めて大きい。 
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土屋 典男 

（つちや のりお） 
静岡県 戸田診療所[管理者 (兼) 所長] 

 昭和 55 年自治医科大学卒。関係法令に基づき過疎地域として指定されてきた戸田地区唯一の診療

所である戸田診療所へ平成 27 年 4 月に診療所長として着任。以降、施設併設の医師住宅に居住し、

地域社会の一員として地域密着の診療を行っている。 

それまでの勤務病院で培った幅広い知識と豊富な経験を存分に発揮し、内科・外科・小児科・整形外

科・皮膚科など広範囲の初期診療を提供。また診療の合間には自ら車を運転して山間部や沿岸部の集

落を巡りながら通院困難な高齢者などへの訪問診療を行うなど、優しさと公平さをもって地域医療を

献身的に支えるだけでなく、定期的な内部研修会開催に加え、外部の研修会・講習会参加を推奨し、

日頃から個々の能力と診療所全体の医療サービスの質向上にも尽力している。 

また行政、医療関係者及び住民と密接に連携し災害時の医療提供体制の構築・整備に邁進する姿へは

行政・地域から厚い信頼が寄せられ、何より「戸田地区の住民の命を守る」という強い責任感と使命

感からくる日々の惜しみない努力に代表される地域に根ざした真摯な活動は、地域社会全体の医療の

充実に大きく寄与するとともに、多くの住民に信頼と安心を与え地域医療の理想像を体現するもので

あり貢献度は絶大。 

寒竹 一郎 

（かんちく いちろう） 
岡山県 鏡野町国民健康保険病院[院長] 

 昭和 58 年自治医科大学卒。高齢化率が県平均を大きく上回り、集落が点在する鏡野町内の中核的

病院・へき地医療拠点病院である鏡野町国民健康保険病院に平成 10 年 6 月に医長として着任。同院

に引き続き勤務するかたわら、同院の富診療所および上齋原診療所の所長として、地域住民へ医療を

受ける機会を提供。地域の患者からの信頼も厚く、職員からの信望も絶大であったことから平成 31年

4月に院長に就任し、現在に至る。 

その間、無医地区に所在する富診療所、上齋原診療所での診療活動に加え、へき地診療所である奥津

診療所への医師派遣による医療確保を実現。その後、継続が危ぶまれた時期にも強い意志をもって派

遣継続に尽力し、へき地医療の確保に貢献した。 

また平成 10年度からの中学校医や老人福祉施設の嘱託医、平成 12年度からの複数事業所の産業医

や介護認定審査委員、令和 5年度からの苫田郡医師会副会長や警察協力医などを通じて、地域の保健

衛生事業にも貢献。 

加えて後進医師の指導・育成にも熱心に取り組み、へき地医療の重要性を医学生へ伝えるなど、へ

き地医療・地域医療への貢献は極めて顕著である。 

前川 恭子 

（まえかわ きょうこ） 
山口県 萩市国民健康保険むつみ診療所[所長] 

平成 4年自治医科大学卒。平成 7年より国民健康保険錦中央病院（現：岩国市立錦中央医院）でへ

き地勤務を開始し、国民健康保険むつみ診療所（現：萩市国民健康保険むつみ診療所）を含むへき地

医療に従事。義務年限終了後も継続して現在に至るまで、萩市国民健康保険むつみ診療所に所属し、

むつみ地区の地域医療を長年支えている。 

また、地域の医師不足が深刻化し、地域医療を支える医療人の育成がますます重要となってくる中、

地域医療の実習など医学生や研修医の教育にも関わり、へき地医療を担う次世代の医師人材育成に携

わるなど、学生や若手医師のロールモデルとして活躍している。 

さらには、山口県医師会常任理事として、へき地医療専門調査会における「第 8次山口県保健医療

計画（へき地医療）」の策定にも関わり、へき地医療における仕組みづくりにも貢献するなど、今後よ

り一層の活躍が期待される。 
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Ⅳ 音楽文化振興事業 ～良質な音楽を通じて Well-Being な社会の実現に貢献～ 

１.主催公演 

・ 32 公演を開催し、入場者数は 16,039 名(平均入場者数 501 名:2024 年度実績比+31 名)となりま

した。人材養成事業を除くと平均入場者数は 515名、2024年度実績比 -3名※となりました。 
※本年度は 1 月の「住友生命いずみホール感謝ＤＡＹ」（入場者数 158 名）実施により、昨年度比で平均入場者数減少。 

・ 芸術性を重視する公演（17公演）と収益性を重視する公演（15公演）を分別し、芸術性を重視

する公演はより多くのお客さまにご来場いただくことで芸術の普及を目的とし、収益性を重視

する公演はより多くのお客さまにチケットをご購入いただくことで収益の獲得を目的と定め公

演運営にあたりました。 

・ 主な公演は次のとおりです。 

ａ．2025年度メイン企画 

7 月 25 日から 3月 21 日の期間で「バッハシリーズ」として、音楽アドバイザーの堀朋平

氏によるレクチャー＆コンサートを含め、計 7公演を実施しました。 

ｂ．普及啓発事業公演 

4月に「ホールを知る」「ホールを楽しむ」をテーマに 2024年度と同様の取り組みとしてオ

ープンハウスを実施し、ホールバックヤードの見学やミニコンサート等で、お客さまにホー

ルを身近に感じていただきました。 

そのほか、親子を対象とする「いずみ子どもカレッジ」(8月)、障がいのある方とサポートす

る方を招待する「夢コンサート」を開催しました(第 25 回(10 月)・第 26 回(3 月))。また、

10 月にはいずみホール近隣地域で働かれている方を対象にした「ＯＢＰクラシック」を実

施しました。 

ｃ．人材養成事業 

ヴェルサイユ宮殿王室礼拝堂首席オルガニストのミシェル・ブヴァール氏を講師に招き、

オルガン・マスタークラスを実施しました。 

ｄ．その他恒例の主催公演 

いずみシンフォニエッタ大阪「第 54回(7月)、第 55回(2月)定期演奏会」のほか、6月、

9 月、12 月、3 月には「ランチタイムコンサート」、8月に「和のいずみ」、3 月に「午後の

特等席」をそれぞれ開催しました。1 月にフレンズ会員といずみシンフォニエッタ大阪サポ

ーターへの感謝およびフレンズ会員の増員を目指した「住友生命いずみホール感謝ＤＡＹ」

を実施しました。 

・ 住友生命社内での住友生命いずみホールの認知度を高め、より多くの職員に足を運んでいただ

くために、住友生命の社内イントラネットを利用して公演をＰＲし、チケットの斡旋販売を行

いました。 

２．貸館公演・共催公演 

・ 181公演を開催し、入場者数 86,128名（平均入場者数は 476名）となりました。 

・ 2024年度と比べ、公演数は 14公演増加、入場者は 4,043名増加しました。コロナ禍前に貸館を

利用いただいていたお客さまへの営業アプローチを進め、2024年度に続き「大阪クラシック」で

の貸館利用、オーケストラ公演の誘致については、在阪 4オーケストラを中心に貸館利用に向け

た取り組みを進めており、2023 年度より開始した関西フィルハーモニー管弦楽団の貸館公演に

フレンズ会員割引を適用する取り組みを継続しています。 

・ 共催公演について、ホールと主催者の費用負担割合に応じてチケット収入を按分する取り組みを

2024年度に続き 2025年度も実施し定着させています。 
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【各公演数・入場者数】 

 2025年度 

（  ）は 2024年度 
オープン以来（注 1）  

公演数 入場者数 公演数 入場者数 

主催公演 
31 

（28） 

15,980 

（14,504） 

1,400 769,871 
主催公演 

（人材養成事業） 

1 

（3） 

59 

 （ 68） 

共催公演 
18 

（ 17） 

6,900 

（ 6,595） 

貸館（注 2） 
163 

（150） 

79,228 

（75,490） 
6,494 3,477,792 

合計 
213 

（198） 

102,167 

（96,657） 
7,894 4,247,663 

(注 1)オープン以来累計には休館中等の社外会場実施分、無観客配信公演は含めていません。 

(注 2)貸館には受託公演を含みます。 

３．オフィシャルスポンサー、オフィシャルサポーター等 

・ スポンサー11社、サポーター20社となり、2024年度比サポーター1社減となりました。 

・ 引き続き年間シートの活用も含めて、新規スポンサー、サポーター開拓に取り組みました。 

４．集客率向上への取り組み  

・ メールマガジン対象者を増やし、チケット購入に繋げるため、チケット割引クーポン付きのメ

ールマガジンの発行を継続しました。 

・ 若い世代にクラシック音楽を楽しんでいただく機会を増やすために、割引対象年齢を 30歳以下

に拡大した U-30 チケットを継続販売しました。 

・ フレンズ会員については、2023 年 1 月から開始したＷＥＢフレンズ会員制度(年会費 1,000 円）

への移行が順調に進みました。その結果、3 月末時点で、フレンズ会員全体：4,009 名(2024 年

度末比+206 名)、うちＷＥＢフレンズ会員：1,830 名(2024 年度末比+319 名)と着実に増加が図

られました。 

・ 2024 年 2 月開始のＬＩＮＥの登録者は 1,269 名となりました。ＬＩＮＥを活用した広告宣伝等

により、メールマガジン対象者が 16,035名（2024年度末比＋1,902名）と増加しました。 

５．助成金、補助金 

・ 公的助成としては、文化庁(日本芸術文化振興会)から 2,099 万円、大阪市から 400 万円の助成が

得られました。 

・ 民間助成としては、三菱ＵＦＪ信託芸術文化財団、野村財団、花王芸術科学財団より計 135万円

の助成が得られました。 

６．その他 

・ 近隣の大学や、著名な音楽家・研究者、関係企業などと「音楽」による「（こころの）健康」へ

の効用を検証する取り組みを継続しました。11月 28日プロジェクトについてプレスリリースを

行い、ニュース番組や新聞でとりあげられました。Well-being への貢献に取り組む住友生命グ

ループならではの新しい価値の提供として、住友生命とともに取り組みを継続する動きを進め

ております。従来の大阪を中心にした取り組みから、国内では東京大学先端科学技術研究セン

ター、産業技術総合研究所との連携を進めております。 
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【ご参考】 

2025年度の全主催公演は次の内容です（公演日、標題・演奏者、入場者数を記載）。 

〔バッハ 2025 綾なす調和〕 

7/25(金) 
〈特別企画〉レクチャー＆コンサート  
アンナとファニーその“声”を聴く 
出演／堀 朋平（お話）／松井 亜希（ソプラノ）阪田 知樹（ピアノ） 

383 

9/25(木) 

9/26(金) 

Vol.1「線と無限」 
出演／ジャン=ギアン・ケラス（チェロ） 

498 

454 

10/24(金) 

Vol.2「バッハのプリズム」 
出演／佐藤 俊介＆アンサンブル赤いはりねずみ 
佐藤 俊介/髙橋 奈緒/小玉 安奈/髙岸 卓人/山本 佳輝（ヴァイオリン） 
矢崎 裕一（ヴィオラ）、山根 風仁（チェロ） 
布施 砂丘彦（コントラバス）、重岡 麻衣（チェンバロ） 

463 

12/6(土) 

Vol.3 「深き淵より」 
 出演／鈴木 優人（指揮、パイプオルガン） 

バッハ・コレギウム・ジャパン 
藤井 玲南（ソプラノ）／布施 奈緒子（アルト）／櫻田 亮（テノール） 
／加耒 徹（バス） 

681 

3/7(土) 

Vol.4 「楽器は語る」 
出演／ベルリン古楽アカデミー 
平崎 真弓（ヴァイオリン）／クセニア・レフラー（オーボエ） 
／ラファエル・アルパーマン（チェンバロ） 
※総勢 14名 

630 

3/21(土) 
Vol.5 「揺るがぬ信念」 
（※ヨーロッパ・オルガン音楽の伝統と継承を聴くシリーズも兼ねる） 
出演／冨田 一樹（パイプオルガン） 

669 

〔新・音楽の未来への旅シリーズ〕 

7/12(土) 

いずみシンフォニエッタ大阪 第 54回定期演奏会  
「西村 朗 ―魂の軌跡」 

出演／飯森範親（指揮） 
篠﨑和子（ハープ）、上田 希（クラリネット）、太田真紀（ソプラノ） 
高木和弘（ヴァイオリン） 

482 

2/11(水) 

いずみシンフォニエッタ大阪 第 55回定期演奏会 
「これからの世界、これからのいずみシンフォニエッタ大阪」 

出演／飯森範親（指揮） 
片岡リサ（箏） 

427 

〔フランス・オルガン音楽の魅惑〕 

11/15(土) 
ミシェル・ブヴァール プロデュース 
フランス・オルガン音楽の魅惑 Vol.４ 
出演／カロル・モサコフスキ（パイプオルガン） 

373 

〔ランチタイムコンサート〕 

6/26(木) 
Vol.27 「そよ風に響く、優美さと重厚さ」 
出演／福井麻衣（ハープ）、幣 隆太朗（コントラバス） 

528 

9/18(木) 
Vol.28 「自由な音の世界 ―トップ・トロンボーン奏者を迎えて」 
出演／中川英二郎（トロンボーン）、中川就登（ピアノ） 

377 

12/1(月) 
Vol.29 「天下無双の三重奏 —“粋”に響く、真昼のセレナード」  
出演／アンサンブル天下統一 
長原幸太（ヴァイオリン）／ 鈴木康浩（ヴィオラ）／中木健二（チェロ） 

556 

3/10(火) 
Vol.30 「心を射抜くヴァイオリン――その音、煌めく」 
出演／石上真由子（ヴァイオリン）、江崎萌子（ピアノ） 

554 
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〔その他公演〕 

4/2(水) 

クリスティアン・ベザイデンホウト＆ 

フライブルク・バロック・オーケストラ 

出演／クリスティアン・ベザイデンホウト（フォルテピアノ） 

フライブルク・バロック・オーケストラ 

543 

5/22(木) 
IZUMI JAZZ NIGHT 2025 小曽根真 SOLO 

出演／小曽根真（ピアノ） 
701 

6/10(火) 
樫本大進 ＆ アレッシオ・バックス室内楽 

出演／樫本大進（ヴァイオリン）、アレッシオ・バックス（ピアノ） 
744 

6/20(金) 
小菅 優 いずみ室内楽シリーズ Vol.2 愛 

出演／小菅 優（ピアノ）、ミヒャエラ・ゼリンガー（メゾ・ソプラノ） 
408 

8/30(土) 

新・日本の響き 和のいずみ 第３回 
出演／片岡リサ (箏／プロデューサー) 
豊竹呂勢太夫(太夫) 
豊澤富助／鶴澤寛太郎／鶴澤燕二郎(三味線)／桐竹勘十郎(人形)  

625 

10/16(木) 

モーツァルト ピアノ協奏曲の旅〈ウィーン編〉Vol.2 

出演／下野竜也（指揮） 

務川慧悟（ピアノ）、大阪フィルハーモニー交響楽団 

715 

11/7(金) 
ミュージック・サプリ Vol.18 

出演／栗コーダーカルテット（アンサンブル） 
478 

12/26(金) 

オペラ・レクチャー・コンサート「パリで花開いたオペラ」 

出演／佐藤正浩（お話／ピアノ） 

渡邊美沙季（ソプラノ）、谷 菜々子（ソプラノ）、 

後藤真菜美（メゾ・ソプラノ）、福西 仁（テノール） 

426 

1/9(金) 
ニューイヤー・コンサート 2026 
出演／ウィーン・リング・アンサンブル 

693 

1/23(金) 

【フレンズ会員限定イベント】住友生命いずみホール 感謝 DAY 2026 

出演／2026年度主催公演内容発表会 

  堀 朋平（音楽学者）、企画担当スタッフ 

ミニ演奏会 安藤史子（フルート）、碇山典子（ピアノ） 

158 

2/26(木) 
庄司紗矢香 ＆ジャンルカ・カシオーリ デュオ・リサイタル 

出演／庄司紗矢香（ヴァイオリン）、ジャンルカ・カシオーリ（ピアノ） 
678 

3/12(木) 

午後の特等席 Vol.9 

出演／ロータス・カルテット 
／クリスティーネ・ブッシュ（ヴァイオリン） 
／小林幸子(ヴァイオリン)／山𥔎智子（ヴィオラ）／齋藤千尋（チェロ） 

434 

〔人材養成事業〕 

11/16 

（日） 

フランス・オルガン音楽の魅惑 特別企画 

ミシェル・ブヴァール オルガン・マスタークラス 

講師／ミシェル・ブヴァール 

通訳 宇山＝ブヴァール・康子（オルガニスト） 

内容／パイプオルガンマスタークラス 

定員：５名 

59 

〔普及事業〕 

4/5(土) 
オープンハウス２０２５ 

出演／チェンバロ：中野振一郎、パイプオルガン：片桐聖子 
633 

8/2(土) 

いずみ子どもカレッジ２０２５ 

《あつまれ！音楽探検隊みんなのコンサート》 

出演／大阪交響楽団「あつまれ!音楽探検隊」 

四方 典子（ソプラノ/司会）、谷村 悟史（テノール/司会） 

342 
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10/2(木) 
OBPクラシック Vol.3 トワイライト・オルガンコンサート 

出演／大平健介、長田真実（パイプオルガン／お話） 
457 

10/21(火) 
第 25回夢コンサート 

出演／藤岡幸夫（指揮）、関西フィルハーモニー管弦楽団 
441 

3/5(木) 
第 26回夢コンサート 

出演／土橋薫（パイプオルガン）、乃村八千代（ソプラノ） 
429 

 

Ⅴ 財団組織運営に関する事項 

１．評議員会・理事会開催状況 

・評議員会・理事会の開催実績は以下のとおりです。 

【評議員会】 

定時 2025年 6 月 20日 

・2024年度 計算書類承認の件 

・評議員 7名選任の件 

・2024年度事業報告について(報告事項) 

・2025年度事業計画書及び収支予算書について(報告事項) 

臨時 2026年 1 月 15日 

・理事 １名選任の件 ※定款第 19条に規定する決議の省略による 

臨時 2026年 3 月 18日 

・理事 １名選任の件 ※定款第 19条に規定する決議の省略による 

【理事会】 

第１回 2025年 6月 4日 ※定款第 35条に規定する決議の省略による。 

・2024年度 事業報告および計算書類等承認の件 

・評議員候補者 7名選出の件 

・2025年度 定時評議員会開催の決定の件 

第 2回 2025年 6月 20日 

・2025年度職務執行状況(4 月・5月)について(報告事項) 

第 3回 2026年 1月 5日 ※定款第 35条に規定する決議の省略による。 

・理事候補者 １名選出の件 

・臨時評議員会開催の決定の件 

第 4回 2026年 3月 10日 ※定款第 35条に規定する決議の省略による。 

・理事候補者 １名選出の件 

・臨時評議員会開催の決定の件 

第 5回 2026年 3月 16日 

・2026年度事業計画書および収支予算書承認の件 

・2025年度職務執行状況(4 月～1月)について(報告事項) 

第 6回 2026年 3月 27日 ※定款第 35条に規定する決議の省略による。 

・常務理事(業務執行理事)選定の件 

・理事の担当職務承認の件 

・理事長代行順位承認の件 
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・使用人職務の委嘱承認の件 

・役員報酬額決定の件 

２．内部統制に関する報告 

・当財団では、以下について「内部統制に関する基本方針」(2013年 4月 1日制定、2015年 5月 29

日改定）」を定めております。 

(1) 理事及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

(2) 理事の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

(3) 損失の危険の管理に関する規程 

(4) 理事の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制 

(5) 監事がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人及びその独

立性に関する事項及び当該使用人に対する指示の実効性確保に関する事項 

(6) 理事及び使用人が監事に報告するための体制その他の監事への報告に関する体制及び当該報

告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受けないことを確保するた

めの体制 

(7) 監事の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執行につ

いて生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

(8) その他監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

・2025 年度において、経営に重大な影響を与える事案や受益者等の利益が著しく阻害される事案等

は発生していません。各規程に定める理事会および監事への報告事項の概要は下表のとおりです。 

規程名 項目 2025年度状況 

法令等遵守規程 

コンプライアンスプログラムの

遂行状況・達成状況 
遂行状況・達成状況について問題なし。 

法令等遵守状況 法令等遵守状況について問題なし。 

内部通報規程 
内部通報制度で受け付けた通

報・相談内容および処理内容 
内部通報制度の運用について問題なし。 

反社会的勢力 

対策規程 
反社会的勢力への対応状況 反社会的勢力が関与する事案はなし。 

受益者管理指針 相談・苦情等について 

経営に重大な影響を与える、又は受益者の

利益が著しく阻害されると判断される事案

はなし。 

受益者情報等 

管理規程 
受益者情報の管理状況 受益者情報の管理状況について問題なし。 

外部委託 

管理規程 

各委託元部署から集約した外

部委託管理の全社状況その他

の重要事項 

外部委託先管理において問題となる事項は

なし。 

リスク管理規程 リスクの状況等 
経営に重大な影響を与えると判断される事

案はなし。 

内部管理法人内 

検証規程 
検証結果 問題となる事項なし。 
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３．評議員・役員の状況 

・2025年度における異動は次のとおりです。（敬称略） 

※2026 年 4 月 1 日付で大橋信之常務理事が就任しています。 

評 議 員 名 簿 （敬称略） 
  （2026年 3月 31日現在） 

評議員 小栗 まち絵 東京音楽大学特任教授 ・相愛大学客員教授 ・ヴァイオリニスト 

評議員 片山 登志子  
片山・平泉・椚座法律事務所 弁護士 

住友生命保険相互会社 社外取締役 

評議員 楠岡 英雄 独立行政法人国立病院機構名誉理事長 

評議員 斉藤 弥生 大阪大学大学院人間科学研究科 教授 

評議員 佐藤 義雄 住友生命保険相互会社 特別顧問・元取締役会長代表執行役 

評議員 橋本 研 レンゴー株式会社 元取締役兼専務執行役員 

評議員 森田 耕太郎 サカタインクス株式会社 元取締役会長 

役 員 名 簿 （敬称略） 
  （2026年 3月 31日現在） 

理事長 藤山 勝伸 住友生命保険相互会社 特別顧問・元執行役常務  

常務理事 近藤 滋樹 一般財団法人住友生命福祉文化財団 本部事務局長 ※ 

常務理事 松田 陽 一般財団法人住友生命福祉文化財団 住友生命いずみホール事業局長  

理事 宇高 不可思 一般財団法人住友病院 特別顧問  

理事 香曽我部 武 大和ハウス工業株式会社 代表取締役副社長/CFO  

理事 澤田 拓子 塩野義製薬株式会社 副会長  

理事 中村 孝義  
学校法人大阪音楽大学 名誉教授 

元学校法人大阪音楽大学 理事長・学長 
 

理事 林 紀夫  独立行政法人 労働者健康安全機構 関西労災病院 名誉院長  

理事 伊藤 善基 独立行政法人 労働者健康安全機構 関西労災病院 予防医療部長 ※ 

監事 上野 博明  上野博明事務所 公認会計士・税理士  

監事 田中 英行 宮﨑綜合法律事務所 弁護士  

※近藤滋樹常務理事は 2026 年 3 月 31 日付で辞任し、2026 年 4 月 1 日付で大橋信之が常務理事に就任しています。 

※伊藤善基理事は、2026 年 4月 1 日付で、一般財団法人住友生命福祉文化財団 住友生命総合健診システム所長に

就任しています。 

４．その他 

・附属明細書として、事業報告の内容を補足すべき重要事項はありません。 

以上 

 評議員 重任 小栗 まち絵  

 評議員 重任 片山 登志子   

 評議員 重任 楠岡 英雄  

2025年 6月 20日 評議員 重任 斉藤 弥生  

 評議員 重任 佐藤 義雄  

 評議員 重任 橋本 研  

 評議員 重任 森田 耕太郎  

2025年 6月 27日 理事 辞任 水谷 昌代  

2026年 1月 15日 理事 新任 伊藤 善基  

2026年 3月 31日 常務理事 辞任 近藤 滋樹 ※ 



9,775,000

    (3) その他固定資産

149,822,878 288,280

          ソ     フ      ト      ウ      エ     ア 6,430,771 9,074,378 -2,643,607

          建     物      附      属      設     備 14,709,529 17,837,112 -3,127,583

          構                 築                 物 1,518,703 1,576,611 -57,908

          什          器           備           品 150,111,158

        特定資産合計 231,804,520 222,029,520

222,029,520 9,775,000

-18,786,500

0

          長     期      前      払      費     用 2,984,759 3,973,094 -988,335

        固定資産合計 1,264,653,790 1,389,253,843 -124,600,053

        資産合計 2,453,703,813 2,557,541,335 -103,837,522

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

          未                 払                 金

          投     資      有      価      証     券 179,349,600 288,409,000 -109,059,400

          電       話        加        入       権 432,000 432,000 0

        その他固定資産合計 360,188,520 475,777,073 -115,588,553

          敷                                    金 4,652,000 4,652,000

    (1) 基本財産

          退   職   給    付    引    当   資   産 231,804,520

          未          収           収           益 2,042,266

          未                 収                 金 160,209,487 173,391,628 -13,182,141

251,710

          未   収   還    付    法    人   税   等 318,586 158,542 160,044

  １．流動資産

1,788,514

　　　　　現          金           預           金 874,683,274 967,399,646 -92,716,372

253,752

貸借対照表
2026年 3月31日現在

（単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　資産の部

          貯                 蔵                 品 16,251,032 12,675,006 3,576,026

          有          価           証           券 98,940,000 0 98,940,000

          立                 替                 金 122,500 270,500 -148,000

          仮                 払                 金 22,092,75027,722,750 5,630,000

          前          払           費           用 8,760,128 8,508,418

1,189,050,023 1,168,287,492 20,762,531

  ２．固定資産

    (2) 特定資産

          普          通           預           金 1,039,350 1,039,350 0

          投     資      有      価      証     券 671,621,400 690,407,900 -18,786,500

        基本財産合計 672,660,750 691,447,250

120,415,260 132,392,348 -11,977,088

          前                 受                 金 44,911,600 42,434,526 2,477,074

          賞       与        引        当       金 37,987,484 43,710,144 -5,722,660

          未          払           費           用 14,102,195 12,087,708 2,014,487

          預                 り                 金 16,019,877 6,168,542 9,851,335

        流動負債合計 252,779,516 243,071,168 9,708,348

  ２．固定負債

          未     払      法      人      税     等 120,000 120,000 0

          未     払      消      費      税     等 19,223,100 6,157,900 13,065,200

        負債合計 495,784,516 512,460,864 -16,676,348

          寄                 付                 金 671,343,557 690,131,983 -18,788,426

          退    職    給     付     引    当    金 243,005,000 269,389,696 -26,384,696

        固定負債合計 243,005,000 269,389,696 -26,384,696

        指定正味財産合計 671,343,557 690,131,983 -18,788,426

Ⅲ　正味財産の部

        （ う ち 基 本 財  産  へ の 充 当 額 ） 1,317,193 1,315,267 1,926

  １．指定正味財産

        （ う ち 基 本 財  産  へ の 充 当 額 ） 671,343,557 690,131,983 -18,788,426

  ２．一般正味財産 1,286,575,740 1,354,948,488 -68,372,748

        正味財産合計 1,957,919,297 2,045,080,471 -87,161,174

        負債及び正味財産合計 2,453,703,813 2,557,541,335 -103,837,522



          指定正味財産期首残高 690,131,983 696,296,720 -6,164,737

        一 般  正  味  財  産  へ  の  振  替 額 -3,413,511 -390,628 -3,022,883
          当期指定正味財産増減額 -18,788,426 -6,164,737 -12,623,689

          指定正味財産期末残高 671,343,557 690,131,983 -18,788,426
Ⅲ　正味財産期末残高 1,957,919,297 2,045,080,471

  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基    本    財     産     運    用    益 3,413,514 390,630 3,022,884

        事          業           収           益 1,224,351,480 1,185,836,656 38,514,824
          基   本   財    産    受    取   利   息 3,413,514 390,630

正味財産増減計算書
2025年 4月 1日から2026年 3月31日まで

（単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

3,022,884

        受     取      補      助      金     等 26,345,000 32,959,000 -6,614,000
          受       取        助        成       金 26,345,000 32,959,000 -6,614,000

          健     診      事      業      収     益 1,019,837,668 1,007,387,385 12,450,283
          い    ず    み     事     業    収    益 204,513,812 178,449,271 26,064,541

        雑                 収                 益 3,264,619 1,493,871 1,770,748
          受          取           利           息 2,080,253 1,068,032 1,012,221

        受       取        寄        付       金 380,000,000 380,000,000 0
          受       取        寄        付       金 380,000,000 380,000,000 0

    (2) 経常費用

          雑                 収                 益 1,184,366 425,839 758,527
        経常収益計 1,637,374,613 1,600,680,157 36,694,456

        事                 業                 費 1,673,824,034 1,600,095,395 73,728,639

          給          料           手           当 374,298,165 348,795,881 25,502,284
          役          員           報           酬 1,843,38812,631,388 10,788,000

          福       利        厚        生       費 107,429,021 95,415,032 12,013,989
          広       告        宣        伝       費 13,447,427 20,305,443 -6,858,016

          臨       時        雇        賃       金 352,446,255 319,650,075 32,796,180
          退     職      給      付      費     用 27,904,837 18,852,164 9,052,673

          減       価        償        却       費 59,085,485 51,584,460 7,501,025
          消    耗    什     器     備    品    費 1,456,200 4,864,710 -3,408,510

          旅       費        交        通       費 25,211,299 25,907,211 -695,912
          通       信        運        搬       費 26,550,970 24,926,844 1,624,126

          修                 繕                 費 28,039,503 29,306,186 -1,266,683
          印       刷        製        本       費 9,235,184 8,003,353 1,231,831

          消          耗           品           費 14,625,657 19,056,301 -4,430,644
          健     診      消      耗      品     費 107,977,498 113,061,264 -5,083,766

          保                 険                 料 1,117,662 1,141,219 -23,557
          諸                 謝                 金 2,866,253 2,665,408 200,845

          光       熱        水        料       費 16,111,923 15,375,271 736,652
          賃                 借                 料 149,802,043 148,865,739 936,304

          支       払        負        担       金 1,015,700 1,026,500 -10,800
          支       払        助        成       金 3,000,000 3,000,000 0

          会     議      ・      交      際     費 1,800,980 1,548,075 252,905
          租          税           公           課 21,379,199 22,300,362 -921,163

          雑                                    費 15,989,417 11,076,161 4,913,256
          い  ず   み   ホ   ー   ル   管   理  費 93,377,305 89,654,023 3,723,282

          委                 託                 費 106,492,219 111,631,826 -5,139,607

          役          員           報           酬 2,359,967 2,300,000 59,967
          給          料           手           当 8,667,931 8,694,059 -26,128

          公    演    企     画     制    作    費 100,532,444 101,293,887 -761,443
        管                 理                 費 21,741,520 24,754,171 -3,012,651

          旅       費        交        通       費 183,182 256,569 -73,387

          退     職      給      付      費     用 29,467 2,316,532 -2,287,065
          福       利        厚        生       費 2,843,494 3,971,079 -1,127,585

          消          耗           品           費 148,146 257,340 -109,194
          通       信        運        搬       費 0 600 -600

          光       熱        水        料       費 49,835 45,874 3,961
          賃                 借                 料 573,429 571,461 1,968

          修                 繕                 費 1,404,790 1,197,850 206,940
          印       刷        製        本       費 4,525 20,730 -16,205

          会     議      ・      交      際     費 805,533 1,046,595 -241,062
          租          税           公           課 1,055,282 797,711 257,571

          保                 険                 料 121,750 122,257 -507
          諸                 謝                 金 1,891,919 1,650,000 241,919

          委                 託                 費 1,339,270 1,240,564 98,706
          雑                                    費 99,000 100,950 -1,950

          支       払        負        担       金 144,000 144,000 0
          支       払        寄        付       金 20,000 20,000 0

          投 資  有  価  証  券  評  価  損  益 等 -10,117,474 -10,678,663 561,189

        経常費用計 1,695,565,554 1,624,849,566 70,715,988
          評価損益等調整前当期経常増減額 -58,190,941 -24,169,409 -34,021,532

  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益

          評価損益等計 -10,117,474 -10,678,663 561,189
          当期経常増減額 -68,308,415 -34,848,072 -33,460,343

        経常外費用計 64,333 137,032 -72,699
        固    定    資     産     除    却    損 64,333 137,032 -72,699

        経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用

          当期一般正味財産増減額 -68,372,748 -34,985,104 -33,387,644
          一般正味財産期首残高 1,354,948,488 1,389,933,592 -34,985,104

          当期経常外増減額 -64,333 -137,032 72,699

          一般正味財産期末残高 1,286,575,740 1,354,948,488 -68,372,748
Ⅱ　指定正味財産増減の部

2,712,774 80,000 2,632,774

-87,161,174

        基    本    財     産     運    用    益 3,413,511 390,628 3,022,883
          基   本   財    産    受    取   利   息 3,413,511 390,628 3,022,883

          基 　 本　  財   　産   　評　　価　　損
15,256,463
15,256,463

6,244,737
6,244,737

21,501,200
21,501,200

        基    本    財     産     評　　価　　益
          基 　 本　  財   　産   　評　　価　　益 2,712,774 80,000 2,632,774
        基    本    財     産     評　　価　　損



予防医学振興事業 小   計福祉事業 音楽文化振興事業

正味財産増減計算書内訳表
2025年 4月 1日から2026年 3月31日まで

（単位：円）

科        目 法人会計 合   計
事業別会計

    (1) 経常収益

  １．経常増減の部

Ⅰ　一般正味財産増減の部

0 3,413,514 3,413,514          基   本   財    産    受    取   利   息 0

        基    本    財     産     運    用    益 0 0 3,413,514 3,413,5140

0 0

0

        事          業           収           益 1,019,837,668 1,224,351,480 0 1,224,351,4800 204,513,812

0 204,513,812

        受     取      補      助      金     等 0 26,345,000 0

1,019,837,668 0 1,019,837,668

          い    ず    み     事     業    収    益 0 204,513,812

          健     診      事      業      収     益 1,019,837,668 0 0

0 204,513,812

333,000,000 47,000,000 380,000,000

          受       取        寄        付       金 21,000,000 333,000,000

        受       取        寄        付       金 21,000,000

26,345,000

          受       取        助        成       金 0 26,345,000 0 26,345,000

0 26,345,000

0 26,345,000

39,000,000 273,000,000

3,264,619

          受          取           利           息 2,080,253 2,080,253 0 2,080,253

47,000,000 380,000,000

        雑                 収                 益 2,356,223 3,264,619 0

39,000,000 273,000,000

0 908,396

0 0

1,184,366 0 1,184,366

        経常収益計 1,043,193,891 1,586,961,099

          雑                 収                 益 275,970 0 908,396

        事                 業                 費 1,188,237,132 1,672,627,978 1,196,056 1,673,824,034

50,413,514 1,637,374,613

    (2) 経常費用

39,000,000 504,767,208

20,103,304 464,287,542

12,631,388 0 12,631,388

          給          料           手           当 259,900,424 373,651,959

          役          員           報           酬 2,896,000 2,896,000 6,839,388

352,446,255

          退     職      給      付      費     用 27,026,902 27,904,837 0 27,904,837

646,206 374,298,165

          臨       時        雇        賃       金 326,143,890 352,446,255 0

6,684,130 107,067,405

0 26,302,365

58,935 819,000

106,888,716 540,305 107,429,021

          広       告        宣        伝       費 520,653 13,447,427

          福       利        厚        生       費 70,463,393 2,802,256 33,623,067

25,211,299

          通       信        運        搬       費 20,338,590 26,550,970 0 26,550,970

0 13,447,427

          旅       費        交        通       費 17,203,915 25,201,754 9,545

0 12,926,774

1,042,962 6,954,877

2,528 6,209,852

59,085,485 0 59,085,485

          消    耗    什     器     備    品    費 1,167,000 1,456,200

          減       価        償        却       費 52,780,651 0 6,304,834

14,625,657

          健     診      消      耗      品     費 107,977,498 107,977,498 0 107,977,498

0 1,456,200

          消          耗           品           費 11,655,683 14,625,657 0

0 289,200

399 2,969,575

0 0

28,039,503 0 28,039,503

          印       刷        製        本       費 3,307,242 9,235,184

          修                 繕                 費 26,913,515 0 1,125,988

16,111,923

          賃                 借                 料 140,980,369 149,802,043 0 149,802,043

0 9,235,184

          光       熱        水        料       費 12,038,107 16,111,923 0

56,770 5,871,172

66,851 4,006,965

769,234 8,052,440

1,117,662 0 1,117,662

          諸                 謝                 金 327,000 2,866,253

          保                 険                 料 525,288 1,946 590,428

1,800,980

          租          税           公           課 3,303,032 21,379,199 0 21,379,199

0 2,866,253

          会     議      ・      交      際     費 89,906 1,800,980 0

20,250 2,519,003

1,168,897 542,177

434,265 17,641,902

1,015,700 0 1,015,700

          支       払        助        成       金 0 3,000,000

          支       払        負        担       金 876,000 0 139,700

106,492,219

0 3,000,000

          委                 託                 費 89,986,184 106,492,219 0

3,000,000 0

1,085,631 15,420,404

15,989,417 0 15,989,417

          い  ず   み   ホ   ー   ル   管   理  費 0 93,377,305

          雑                                    費 11,815,890 12,250 4,161,277

100,532,444

        管                 理                 費 0 0 21,741,520 21,741,520

0 93,377,305

          公    演    企     画     制    作    費 0 100,532,444 0

0 93,377,305

0 100,532,444

0 0

0 2,359,967 2,359,967

          給          料           手           当 0 0

          役          員           報           酬 0 0 0

29,467

          福       利        厚        生       費 0 0 2,843,494 2,843,494

8,667,931 8,667,931

          退     職      給      付      費     用 0 0 29,467

0 0

0 0

0 0

          旅       費        交        通       費 0 0 183,182 183,1820 0

          消          耗           品           費 0 0

1,404,790

          印       刷        製        本       費 0 0 4,525 4,525

148,146 148,146

          修                 繕                 費 0 0 1,404,790

0 0

0 0

0 0

0 49,835 49,835

          賃                 借                 料 0 0

          光       熱        水        料       費 0 0 0

121,750

          諸                 謝                 金 0 0 1,891,919 1,891,919

573,429 573,429

          保                 険                 料 0 0 121,750

0 0

0 0

0 0

0 805,533 805,533

          租          税           公           課 0 0

          会     議      ・      交      際     費 0 0 0

144,000

          支       払        寄        付       金 0 0 20,000 20,000

1,055,282 1,055,282

          支       払        負        担       金 0 0 144,000

0 0

0 0

0 0

0 1,339,270 1,339,270

          雑                                    費 0 0

          委                 託                 費 0 0 0

1,695,565,554

          評価損益等調整前当期経常増減額 -145,043,241 -85,666,879 27,475,938 -58,190,941

99,000 99,000

        経常費用計 1,188,237,132 1,672,627,978 22,937,576

0 0

20,103,304 464,287,542

18,896,696 40,479,666

          投 資  有  価  証  券  評  価  損  益 等 -10,119,400 -10,119,400

-10,117,474

          当期経常増減額 -155,162,641 -95,786,279 27,477,864 -68,308,415

1,926 -10,117,474

          評価損益等計 -10,119,400 -10,119,400 1,926

0 0

0 0

18,896,696 40,479,666

    (1) 経常外収益

  ２．経常外増減の部

0

    (2) 経常外費用

        経常外収益計 0 0 00 0

        経常外費用計 3 64,333 0 64,3330 64,330

64,333 0 64,333        固    定    資     産     除    却    損 3 0 64,330

-64,333 0 -64,333

          当期一般正味財産増減額 -155,162,644 -95,850,612

          当期経常外増減額 -3 0 -64,330

1,354,948,488

          一般正味財産期末残高 1,619,212,249 -1,013,738,338 2,300,314,078 1,286,575,740

27,477,864 -68,372,748

          一般正味財産期首残高 1,774,374,893 -917,887,726 2,272,836,214

18,896,696 40,415,336

-1,132,098,235 -1,560,164,384

-1,113,201,539 -1,519,749,048

        基    本    財     産     運    用    益 0 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

3,413,511

        基    本    財     産     評　　価　　益 0 0 2,712,774 2,712,774

3,413,511 3,413,511

          基   本   財    産    受    取   利   息 0 0 3,413,511

0 0

0 0

0 0

0 2,712,774 2,712,774

        基    本    財     産     評　　価　　損 0 0

          基 　 本　  財   　産   　評　　価　　益 0 0 0

21,501,200

        一 般  正  味  財  産  へ  の  振  替 額 0 0 -3,413,511 -3,413,511

21,501,200 21,501,200

          基 　 本　  財   　産   　評　　価　　損 0 0 21,501,200

0 0

0 0

0 0

0 -18,788,426 -18,788,426

          指定正味財産期首残高 0 0

          当期指定正味財産増減額 0 0 0

671,343,557

Ⅲ　正味財産期末残高 1,619,212,249 -1,013,738,338 2,971,657,635 1,957,919,297

690,131,983 690,131,983

          指定正味財産期末残高 0 0 671,343,557

-1,113,201,539 -1,519,749,048

0 0

0 0



１．重要な会計方針
(1)  有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　満期保有目的の債券・・・移動平均法による償却原価法（定額法）によっている。
　　　　その他有価証券　
　　　　　　時価のあるもの・・・期末日の市場価額等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）
　　　　　　時価のないもの・・・移動平均法による原価法
(2)  棚卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品･･･個別法による原価法によっている。
(3)  有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法

定額法によっている。（耐用年数及び残存価額は法人税法に規定する方法と同一の基準）　
(4)  無形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法　

定額法によっている。（耐用年数及び残存価額は法人税法に規定する方法と同一の基準）　
(5)  引当金の計上基準

退職給付引当金･･・職員の退職給付に備えるため、退職一時金については当事業年度末における自己都合要支給額に
 相当する金額、退職年金については年金の将来支給予定額を現在価値に割り引いた金額を計上し
 ている。

賞与引当金･･･・････職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。
(6)  消費税等の会計処理

税抜方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　投資有価証券 690,407,900 302,714,700 321,501,200 671,621,400
    普通預金 1,039,350 0 0 1,039,350

小　計 691,447,250 302,714,700 321,501,200 672,660,750
特定資産
　　退職給付引当資産 222,029,520 10,000,000 225,000 231,804,520

小　計 222,029,520 10,000,000 225,000 231,804,520
合　計 913,476,770 312,714,700 321,726,200 904,465,270

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

 
基本財産
　　投資有価証券 671,621,400 671,343,557 277,843 0
　　普通預金 1,039,350 0 1,039,350 0

小　計 672,660,750 671,343,557 1,317,193 0
特定資産
　　退職給付引当資産 231,804,520 0 0 231,804,520

小　計 231,804,520 0 0 231,804,520
合　計 904,465,270 671,343,557 1,317,193 231,804,520

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物附属設備 661,024,287 646,314,758 14,709,529
構築物 2,797,498 1,278,795 1,518,703
什器備品 734,338,454 584,227,296 150,111,158
ソフトウエア 100,880,231 94,449,460 6,430,771

合　計 1,499,040,470 1,326,270,309 172,770,161

５.偶発債務
事務所及び診療施設に関して、賃貸借契約に基づく賃貸借契約終了時の原状回復義務を有しているが、その見積額は、
360,000,000円である。なお、当財団は建物の取壊しまで賃貸借契約を継続する意向であり、その場合には原状回復を
行うことなく建物の取壊しが行われると考えられることから、損失の発生の可能性は低いと判断している。

財務諸表に対する注記

科　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に

     　対応する額）



６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）
内　　容 金　　額

経常収益への振替額
　　基本財産受取利息振替額 3,413,511
　　（償却原価法によるものを除く）

合　　　計 3,413,511

８．金融商品に関する事項
（１）金融商品に対する取組方針
　　当法人は、預金及び債券により資産運用し、デリバティブ取引は行わない方針である。
（２）金融商品の内容及びそのリスク
　　有価証券及び投資有価証券は、債券であり、発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクにさらされている。
（３）金融商品のリスクに係る管理体制
① 資金運用規程に基づく取引
　　金融商品の取引は、当法人の資金運用規程に基づき行っている。

　 ② 信用リスクの管理
　　発行体の状況等を定期的に把握し、理事会に報告している。
③ 市場リスクの管理
　　関連する市場の動向等を把握し、理事会に報告している。

９．その他
(1)  退職給付関係
①採用している退職給付制度の概要
　確定給付型の制度として退職一時金及び退職年金制度を設けている。

②退職給付債務及びその内訳
（単位：円）

退職給付債務 243,005,000
退職給付引当金 243,005,000

③退職給付費用に関する事項
（単位：円）

勤務費用 27,934,304
退職給付費用 27,934,304

④退職給付債務等の計算の基礎に関する事項
　退職一時金制度に基づく期末の自己都合要支給額及び退職年金制度に基づく将来支給予定額を現在価値に割り引いた
　金額を計算の基礎としている。

（2）資産除去債務
　事務所及び診療施設に関して、賃貸借契約に基づく賃貸借契約終了時の原状回復義務を有しているが、当財団は建物の
　取壊しまで賃貸借契約を継続する意向であり、その場合には原状回復を行うことなく建物の取壊しが行われると考えられる
　ことから、資産除去債務を計上していない。



１．基本財産及び特定資産の明細書
財務諸表に対する注記に記載をしており、内容の記載を省略する。

２．引当金の明細書
（単位：円）

目的使用 その他

賞 与 引 当 金 43,710,144 37,987,484 43,710,144 0 37,987,484

退 職 給 付 引 当 金 269,389,696 27,934,304 54,319,000 0 243,005,000

附属明細書

科　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高



0
0
0
0

予算額； 293,918,000 決算額； 53,609,000

  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基    本    財     産     運    用    益 2,000,000 3,413,514 -1,413,514

予算対比正味財産増減計算書(参考資料)
2025年 4月 1日から2026年 3月31日まで

（単位:円）
科        目 予算額 決算額 差  異

Ⅰ　一般正味財産増減の部

          基   本   財    産    受    取   利   息 2,000,000 3,413,514 -1,413,514

          い    ず    み     事     業    収    益 187,523,000 204,513,812 -16,990,812

        事          業           収           益 1,336,203,000 1,224,351,480 111,851,520
          健     診      事      業      収     益 1,148,680,000 1,019,837,668 128,842,332

        受       取        寄        付       金 380,000,000 380,000,000 0
          受       取        寄        付       金 380,000,000 380,000,000 0

        受     取      補      助      金     等 32,700,000 26,345,000 6,355,000
          受       取        助        成       金 32,700,000 26,345,000 6,355,000

          雑                 収                 益 300,000 1,184,366 -884,366
        経常収益計 1,753,260,000 1,637,374,613 115,885,387

        雑                 収                 益 2,357,000 3,264,619 -907,619
          受          取           利           息 2,057,000 2,080,253 -23,253

        事                 業                 費 1,702,891,000 1,673,824,034 29,066,966

          給          料           手           当 382,107,000 374,298,165 7,808,835

    (2) 経常費用

          役          員           報           酬 10,788,000 12,631,388 -1,843,388

          福       利        厚        生       費 93,502,000 107,429,021 -13,927,021
          広       告        宣        伝       費 14,649,000 13,447,427 1,201,573

          臨       時        雇        賃       金 339,950,000 352,446,255 -12,496,255
          退     職      給      付      費     用 9,611,000 27,904,837 -18,293,837

          減       価        償        却       費 62,970,000 59,085,485 3,884,515
          消    耗    什     器     備    品    費 2,300,000 1,456,200 843,800

          旅       費        交        通       費 28,101,000 25,211,299 2,889,701
          通       信        運        搬       費 25,023,000 26,550,970 -1,527,970

          修                 繕                 費 31,477,000 28,039,503 3,437,497
          印       刷        製        本       費 10,502,000 9,235,184 1,266,816

          消          耗           品           費 19,666,000 14,625,657 5,040,343
          健     診      消      耗      品     費 117,800,000 107,977,498 9,822,502

          保                 険                 料 1,390,000 1,117,662 272,338
          諸                 謝                 金 3,370,000 2,866,253 503,747

          光       熱        水        料       費 19,645,000 16,111,923 3,533,077
          賃                 借                 料 149,909,000 149,802,043 106,957

          支       払        負        担       金 1,138,000 1,015,700 122,300
          支       払        助        成       金 3,000,000 3,000,000 0

          会     議      ・      交      際     費 3,402,000 1,800,980 1,601,020
          租          税           公           課 21,965,000 21,379,199 585,801

          雑                                    費 11,840,000 15,989,417 -4,149,417
          い  ず   み   ホ   ー   ル   管   理  費 98,538,000 93,377,305 5,160,695

          委                 託                 費 127,399,000 106,492,219 20,906,781

          役          員           報           酬 3,572,000 2,359,967 1,212,033
          給          料           手           当 9,649,000 8,667,931 981,069

          公    演    企     画     制    作    費 112,849,000 100,532,444 12,316,556
        管                 理                 費 21,547,000 21,741,520 -194,520

          旅       費        交        通       費 209,000 183,182 25,818

          退     職      給      付      費     用 16,000 29,467 -13,467
          福       利        厚        生       費 3,498,000 2,843,494 654,506

          消          耗           品           費 100,000 148,146 -48,146
          通       信        運        搬       費 20,000 0 20,000

          光       熱        水        料       費 54,000 49,835 4,165
          賃                 借                 料 488,000 573,429 -85,429

          修                 繕                 費 0 1,404,790 -1,404,790
          印       刷        製        本       費 300,000 4,525 295,475

          会     議      ・      交      際     費 850,000 805,533 44,467
          租          税           公           課 630,000 1,055,282 -425,282

          保                 険                 料 151,000 121,750 29,250
          諸                 謝                 金 1,250,000 1,891,919 -641,919

          委                 託                 費 454,000 1,339,270 -885,270
          雑                                    費 135,000 99,000 36,000

          支       払        負        担       金 150,000 144,000 6,000
          支       払        寄        付       金 20,000 20,000 0

          当期経常増減額 28,822,000 -68,308,415 97,130,415

        経常費用計 1,724,438,000 1,695,565,554 28,872,446
          評価損益等調整前当期経常増減額 28,822,000 -58,190,941 87,012,941
          投 資  有  価  証  券  評  価  損  益 等 0 -10,117,474 10,117,474
          評価損益等計 0 -10,117,474 10,117,474

    (2) 経常外費用 0

  ２．経常外増減の部 0
    (1) 経常外収益 0

          当期経常外増減額 0 -64,333 64,333
        経常外費用計 0 64,333 -64,333
        固    定    資     産     除    却    損 0 64,333 -64,333

1,413,511
          当期指定正味財産増減額 0 -18,788,426 18,788,426

          当期一般正味財産増減額 28,822,000 -68,372,748 97,194,748
          一般正味財産期首残高 1,405,143,000 1,354,948,488 50,194,512

        基    本    財     産     評　　価　　益
          基 　 本　  財   　産   　評　　価　　益
        基    本    財     産     評　　価　　損
          基 　 本　  財   　産   　評　　価　　損

-2,712,774
-2,712,774

-21,501,200
-21,501,200

        基    本    財     産     運    用    益 2,000,000 3,413,511 -1,413,511
          基   本   財    産    受    取   利   息 2,000,000 3,413,511 -1,413,511

          一般正味財産期末残高 1,433,965,000 1,286,575,740 147,389,260
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0

2,712,774
2,712,774

21,501,200
21,501,200

設備投資額

          指定正味財産期末残高 696,297,000 671,343,557 24,953,443
Ⅲ　正味財産期末残高 2,130,262,000 1,957,919,297 172,342,703

          指定正味財産期首残高 696,297,000 690,131,983 6,165,017

        一 般  正  味  財  産  へ  の  振  替 額 -2,000,000 -3,413,511



　第１９２回大阪府債（法人会計）
　第　　２回長崎県債（法人会計）

　第　　２回徳島県債（法人会計）

   固定負債合計 243,005,000
     負債合計 495,784,516
     正味財産 1,957,919,297

　予防医学振興事業退職給付引当金 198,922,000
　音楽文化振興事業退職給付引当金 44,083,000

  (固定負債)
  退職給付引当金 243,005,000

  未払消費税等 19,223,100
   流動負債合計 252,779,516

  未払法人税等 120,000

　予防医学振興事業賞与引当金 27,056,231
　音楽文化振興事業賞与引当金 10,931,253

  賞与引当金 37,987,484

  前受金 44,911,600
　音楽文化振興事業前受金 44,911,600

　音楽文化振興事業未払金 12,648,050

  預り金 16,019,877
　予防医学振興事業未払金 3,371,827

　音楽文化振興事業未払費用 4,324,038

  未払費用 14,102,195
　予防医学振興事業未払費用 9,778,157

　音楽文化振興事業未払金 18,959,848

  未払金 120,415,260
　予防医学振興事業未払金 101,455,412

     資産合計 2,453,703,813
  (流動負債)

  長期前払費用 2,984,759
   固定資産合計 1,264,653,790

  電話加入権 432,000
  敷金 4,652,000

　第　　８回愛知県債（予防医学振興事業） 89,876,600

　第　　１回京都市債（予防医学振興事業） 89,473,000

  投資有価証券 179,349,600

  什器備品 150,111,158
  ソフトウエア 6,430,771

  建物付属設備 14,709,529
  構築物 1,518,703

      関西みらい銀行（音楽文化振興事業） 44,083,000
    その他固定資産 360,188,520

  退職給付引当資産 231,804,520
      三菱ＵＦＪ銀行（予防医学振興事業） 187,721,520

    特定資産 231,804,520

  普通預金 1,039,350
      三菱ＵＦＪ銀行（法人会計） 1,039,350

　第　１７回愛知県債（法人会計） 91,679,000
94,306,500

　第８７０回東京都債（法人会計） 96,171,000

投資有価証券 671,621,400
197,833,100
97,171,800

　第　１回和歌山県債（法人会計） 94,460,000

  (固定資産)
    基本財産 672,660,750

未収還付法人税等 318,586
   流動資産合計 1,189,050,023

仮払金 27,722,750
　予防医学振興事業仮払金 27,722,750

　音楽文化振興事業前払費用 6,824,981

  前払費用 8,760,128
　予防医学振興事業前払費用 1,935,147

　第１９２回大阪府債（予防医学振興事業） 98,940,000
  立替金 122,500

　音楽文化振興事業貯蔵品 3,023,682
  有価証券 98,940,000

　予防医学振興事業貯蔵品 13,227,350
  貯蔵品 16,251,032

　予防医学振興事業未収金 128,269,683
　音楽文化振興事業未収金 31,939,804

  未収収益 2,042,266
  未収金 160,209,487

  ゆうちょ銀行（音楽文化振興事業） 27,047,505
      三井住友銀行（法人会計） 100,748,037

      三井住友銀行（音楽文化振興事業） 987,699
      三井住友銀行（音楽文化振興事業） 15,000,000

      関西みらい銀行（音楽文化振興事業） 20,109,240
      三菱ＵＦＪ銀行（音楽文化振興事業） 594,562

      関西みらい銀行（音楽文化振興事業） 210,958,586
      関西みらい銀行（音楽文化振興事業） 33,796,493

      ゆうちょ銀行（予防医学振興事業） 6,128,800
      三井住友銀行（福祉事業） 149,033,061

      みずほ銀行（予防医学振興事業） 12,004,643
      三菱ＵＦＪ銀行（予防医学振興事業） 235,708,740

      三井住友銀行（予防医学振興事業） 61,287,104

手元保管（予防医学振興事業） 1,102,830
手元保管（音楽文化振興事業） 175,974

財産目録（参考資料）
2026年 3月31日現在

（単位:円）
貸借対照表科目 内容・備考 金        額

  預金 普通預金 873,404,470

  (流動資産)
  現金 1,278,804




